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２
月
１
日
、
帰
島
５
周
年

を
迎
え
た
三
宅
島
。
前
日
ま

で
の
温
か
い
晴
天
が
一
転
し

て
寒
風
豪
雨
で
荒
れ
た
。
そ

ん
な
中
「
平
成
22
年
三
宅
村

功
労
者
表
彰
式
」
が
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
、
平
野
村
長

か
ら
15
人
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
伊
ケ
谷
の

大
林
寺
で
「
希
望
の
鐘
を
打

ち
鳴
ら
す
会
」
（
発
起
人
代

表
・
仁
平
喜
長
氏
）
が
「
『
帰

島
宣
言
』
を
記
念
し
希
望
の

鐘
を
打
ち
鳴
ら
そ
う
！
」
と

呼
び
か
け
、
伊
ケ
谷
郷
土
芸

能
保
存
会
の
獅
子
舞
も
披
露

す
る
中
、
島
民
も
参
加
し
鐘

を
打
ち
鳴
ら
し
た
。

　

こ
の
様
子
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｍ
Ｘ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
（
４

日
）
で
放
映
。
Ｍ
Ｘ
で
は
、

島
民
の
声
と
し
て
「
隣
近
所

が
い
な
く
な
り
寂
し
い
が
、

そ
の
よ
う
な
方
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
が
第
一
」
と
紹
介
。

「
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
島

民
を
呼
び
戻
せ
る
か
村
長
の

手
腕
が
注
目
さ
れ
る
」
と
記

者
は
指
摘
し
た
。
し
か
し
残

念
な
が
ら
村
長
か
ら
は
、
観

光
客
誘
致
の
話
は
あ
っ
た

が
、
肝
心
の
在
京
島
民
の
帰

島
促
進
策
を
聞
く
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
、
当
ふ
る
さ

と
ネ
ッ
ト
の
在
京
者
訪
問
活

動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
読
売
、
朝
日
新
聞
に
も

取
材
を
受
け
、
「
三
宅
島
民

３
割
戻
ら
ず
」
、
「
戻
ら
ぬ
島

民　

遠
い
復
興
」
と
在
京
者

や
高
濃
度
地
区
、
復
興
課
題

な
ど
噴
火
災
害
の
実
態
が
報

道
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
２
０
０
０
年
６

月
火
山
性
地
震
・
７
月
噴
火
、

９
月
全
島
避
難
指
示
か
ら
10

年
目
の
節
目
の
年
と
な
る
。

こ
の
間
、
東
京
都
、
国
の
支

援
を
受
け
て
帰
島
５
年
目
を

迎
え
た
。

　

前
号
で
も
強
調
を
し
て
き

た
が
、
今
年
と
来
年
の
２
年

間
は
今
後
の
島
の
浮
き
沈
み

や
、
将
来
を
決
す
る
重
大
な

節
目
の
年
と
な
る
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。

　

特
に
、
今
年
は
噴
火
10
年

と
、
帰
島
５
年
の
期
間
を
被

災
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

島
の
再
生
・
復
興
の
た
め
に

率
直
に
問
題
点
、
課
題
を
提

起
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
こ
れ
ほ
ど
の
長
期
に
わ

た
る
自
然
災
害
・
噴
火
災
害

は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世

界
的
に
も
類
を
見
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。
従
っ
て
私
た
ち

の
経
験
は
行
政
機
関
を
含
め

て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
今

後
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

残
念
な
が
ら
現
状
で
は
、

そ
こ
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
。
東
京
都
と
三
宅
村
で
は
、

そ
れ
な
り
に
早
々
と
報
告
書

（
誌
）
・
専
門
家
任
せ
の
レ

ポ
ー
ト
が
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、

北
海
道
有
珠
山
噴
火
、
新
潟

地
方
な
ど
と
比
較
し
て
、
被

災
地
と
被
災
者
の
課
題
の
掘

り
下
げ
が
不
十
分
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
者
は
私
だ
け
で

は
あ
る
ま
い
。

 

こ
の
た
め
、
今
後
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
。

会
長
時
評

避難指示解除から５年目

帰島者増やす対策を
問
わ
れ
る
村
長
の
手
腕

不
十
分
な
課
題
の
掘
り
下
げ

「
希
望
の
鐘
」
を
打
つ
佐
藤
就
之
会
長

　帰島５周年を迎えた三宅島。「平成 22 年三宅村功労

者表彰式」ののちには受賞者等が伊ケ谷の大林寺で「希

望の鐘」を打ち鳴らした。しかし、未だに島民の３割が

戻らない状況もあり、再生・復興はまだ道半ばの状況だ。

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://thoshikawa.com/miyake.furusato.net/top.htm



三宅島新報 第 26号 (2)２０１０年３月１日

　

２
月
６
日
の
18
時
か
ら
、

青
物
横
丁
の
「
ビ
ス
ト
ロ
お

き
み
く
ら
」
で
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
の
帰
島
５
周
年
記
念

新
年
会
が
行
わ
れ
た
。

　

第
１
部
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
が

作
成
し
た
、
三
宅
島
の
噴
火

か
ら
今
日
ま
で
の
足
跡
を
ま

と
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の

上
映
か
ら
始
ま
っ
た
。
噴
火

し
て
か
ら
の
島
の
状
況
や
島

民
の
方
々
の
様
子
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
の

様
子
な
ど
を
、
写
真
で
振
り

返
っ
た
。

　

そ
れ
に
続
き
、
佐
藤
会
長

が
「
今
年
は
節
目
の
年
」
と

ま
ず
挨
拶
。
続
い
て
干
川
剛

史
大
妻
女
子
大
学
教
授
、
文

化
放
送
防
災
キ
ャ
ス
タ
ー
の

高
橋
民
夫
さ
ん
、
向
上
高
校

の
山
田
貴
久
教
諭
、
民
主
党

の
池
田
剛
久
さ
ん
が
挨
拶
に

立
っ
た
。
そ
の
後
伊
藤
奈
穂

子
前
事
務
局
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
、
島
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を

経
営
し
て
い
た
マ
ス
タ
ー
自

慢
の
料
理
を
楽
し
ん
だ
。

　

第
２
部
で
は
、
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

踊
り
や
手
品
、
在
京
島
民
の

方
に
よ
る
民
謡
、
向
上
高
校

の
先
生
方
が
結
成
し
た
「
向

上
ボ
ー
イ
ズ
」
に
よ
る
ギ

タ
ー
演
奏
と
歌
が
披
露
さ

れ
、
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
参
加
し
た

読
売
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
神
奈

川
新
聞
の
記
者
の
方
か
ら
の

挨
拶
も
、
「
今
後
も
三
宅
島

の
災
害
を
伝
え
て
い
く
」
と

挨
拶
を
し
た
。

　

さ
ら
に
、
佐
藤
会
長
に
よ

る
五
木
ひ
ろ
し
の
「
望
郷
の

詩
」
の
熱
唱
で
踊
り
が
あ
り
、

こ
の
日
誕
生
日
を
迎
え
た
酒

井
副
会
長
の
一
本
締
め
で
閉

会
し
た
。

　

都
内
の
保
育
園
に
通
う
お

子
さ
ん
と
と
も
に
参
加
し
た

お
母
さ
ん
は
、
「
災
害
に
備

え
る
た
め
の
輪
を
広
げ
る
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
た
。

【
主
な
参
加
者
】 

・
大
妻
大
学
教
授　

干
川
剛
史
さ
ん

・
文
化
放
送　

高
橋
民
夫
さ
ん

・
民
主
党
松
原
仁
衆
議
院
議
員
秘
書

　
　
　
　
　

池
田
剛
久
さ
ん

・
読
売
新
聞　

山
崎
純
之
助
さ
ん

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
放
送
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

中
村
雄
一
郎
さ
ん

・
神
奈
川
新
聞　

藤
塚
正
人
さ
ん

・
佐
藤
就
之
会
長

・
酒
井
一
豊
副
会
長

　

な
ど
、
在
京
者
、
三
宅
出
身

者
と
協
力
者
の
30
人
が
参
加
。

　

帰
島
５
周
年
を
記
念
し
て
、
２
月
６
日
に
ふ
る
さ
と
ネ
ッ

ト
の
新
年
会
が
行
わ
れ
た
。
同
会
に
は
、
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー

の
ほ
か
、
在
京
島
民
や
協
力
者
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
多
く

参
加
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
と
と
も
に
、
今
後
も
島
の
未

来
の
た
め
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

30 人が参加 三宅の料理で楽しい時間
会
長
「
節
目
の
年
」
と
挨
拶

文化放送 高橋民夫さん

「顔を合わすのが大切」
40
回
以
上
通
っ
た
三
宅
島
「
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
」

若い世代に伝える取り組みが

ネ
ッ
ト
新
年
会

支援継続の絆を確認

余
興
な
ど
賑
や
か
に

協力者の踊りが加わる中、佐藤会長が「望郷の詩」を熱唱

報道関係者とともに挨拶する高橋さん（右）

　

２
月
６
日
の
夕
方
に
行
わ

れ
た
三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
帰
島

５
周
年
新

年

会

は
、

帰
島
で
き

な
い
島
民

や
私
た
ち

新
聞
・
テ

レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
記

者
等
合
わ

せ
て
30
人

余
り
が
参

加
し
、
会
場
は
大

盛
り
上
が
り
。

　

ス
ピ
ー
チ
を

求
め
ら
れ
た
私

は
、
１
９
７
０
年

の
文
化
放
送
入
社

当
時
か
ら
番
組
企

画
で
三
宅
島
を
訪

れ
て
以
来
、
自
然

の
美
し
さ
に
魅
せ

ら
れ
、
噴
火
の
取

材
を
含
め
40
回
以
上
も
通
っ

て
い
る
と
報
告
。
三
宅
島
の

こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
多
く
の

人
々
に
支
え
ら
れ
て
、
島
民

の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
！
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阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
15

年
目
、
震
災
の
歳
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
が
今
年
で
15
歳
に

な
る
。
今
年
、
神
戸
三
宮
の

東
遊
園
地
で
行
わ
れ
た
「
１
．

17
の
つ
ど
い
」
に
は
、
学
生

近
く
が
震
災
を
知
ら
な
い

人
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
被
災

し
た
人
が
住
む
復
興
住
宅
で

は
、
昨
年
も
60
人
以
上
が
「
孤

独
死
」
を
す
る
な
ど
、
被
災

者
の
高
齢
化
や
孤
立
が
、
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｓ
）
な

ど
遺
族
の

団
体
を
中

心
に
行
わ

れ

て

い

る
。
今
回
、

若
い
人
の

参
加
が
多

か
っ
た
の

も
、
こ
の
よ
う
な
団
体
が
呼

び
か
け
を
し
た
こ
と
も
大
き

な
要
因
だ
。

　

ま
た
今
回
は
、
震
災
で
双

子
の
兄
を
亡
く
し
た
兵
庫
在

住
の
高
校
生
高
井
ゆ
う
さ
ん

の
発
案
で
、
会
場
に
設
置
さ

れ
た
交
流
テ
ン
ト
の
中
で
、

若
者
に
よ
る
座
談
会
が
行
わ

れ
た
。
兵
庫
県
の
ほ
か
、
神

奈
川
県
や
東
京
都
の
大
学
生

か
ら
小
学
生
ま
で
24
人
が
参

加
し
た
座
談
会
で
は
、
「
神

戸
に
来
て
、
遺
族
の
悲
し
み

を
肌
で
感
じ
た
」
や
、
「
神

戸
の
経
験
を
自
分
た
ち
が
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　

神
戸
市
で
行

わ
れ
た
阪
神
淡

路
大
震
災
の
追

悼
式
「
１
・
17

の
つ
ど
い
」
に
、

昨
年
に
続
い
て

参
加
さ
せ
て
頂

い
た
。
そ
こ
で

は
、
被
災
者
の

方
の
お
話
を
直

接
聞
い
た
り
、

「
人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
」

で
震
災
の
展
示
を
見
て
、
地

震
の
怖
さ
を
実
感
し
た
。

　

町
並
み
は
と
て
も
き
れ
い

に
な
っ
て
い
て
、
本
当
に
こ

こ
で
地
震
が
あ
っ
た
の
か

と
思
う
く
ら
い
だ
っ
た
が
、

様
々
な
体
験
を
通
し
、
被
災

者
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
は
ま

だ
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
自
然
災
害

は
い
つ
自
分
に
襲
い
か
か
る

か
わ
か
ら
な
い
。
私
は
こ
の

体
験
を
通
し
、
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
に
自
分
に
は
何

が
で
き
る
か
を
、
日
々
考
え

て
い
こ
う
と
心
に
誓
っ
た
。

神戸「1.17 のつどい」ネットメンバー参加

若い世代に伝える取り組みが
　１月 17 日に神戸で行われた阪神淡路大震災の追悼イベ

ント「1.17 のつどい」にふるさとネット、ＤＴＰＡのメ

ンバーが参加した。震災から 15 年を迎える神戸では、災

害を若い世代に伝える取り組みが行われていた。

交
流
テ
ン
ト
で
座
談
会

復興住宅訪問記

猫が心の支えに

ネットメンバー 草野絵里

追悼の「つどい」に参加して

「
何
が
で
き
る
か
」
考
え
る
き
っ
か
け
に

　「お前がいると温いね」そ
ういって愛猫を抱えて話す
Ａさんは 97 歳。神戸市の垂
水区にある復興住宅で一人
暮らしをしている。
　ＤＴＰＡのメンバーは
「1.17 のつどい」に参加した
際、ＮＰＯ法人阪神高齢者
障害者支援ネットワークの
コーディネートで、復興住
宅のお宅を訪ねて話を聞い
た。震災のときは２階の窓
から人に助けを借りて避難
したというＡさんは、現在
の生活を「具合の悪いとこ
ろはないし不自由していな
い。買い物はそばにお店が
あるし、病院も近くにある
ので不便もない、ヘルパー
さんもときどき来るので心
配はない」と話す。
　しかし、「お友だちはいま
すか」という質問には、「以
前はいつも 3 人組みで行動
していたの、でも一人は亡
くなって、一人は施設に入っ
てしまったのよ」とやや寂
しそうに答え、今は心の支
えになっているという猫を
撫でた。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

震
災
を
若
い
世
代
に
伝
え
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阪
神
大
震
災
「
１
・

17
希
望
の
灯
り
」
（
Ｈ
Ａ
Ｎ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、

就
活
ス
ー
ツ
に
身
を
包
む
人

も
い
た
。

　

震
災
か
ら
15
年
目
を
迎
え

た
神
戸
で
は
、
市
民
の
４
割竹灯籠に火を灯す参加者

多くの若者が参加した座談会
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ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
事
務
局

は
、
北
区
の
在
京
島
民
宅
を

８
軒
訪
問
し
た
。

　

「
元
気
で
や
っ
て
お
り
ま

す
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
声
も
聞
こ
え
た
が
、

高
齢
や
冬
の
寒
さ
も
あ
り
、

な
か
な
か
外
出
も
で
き
な
い

様
子
で
あ
っ
た
。
「
外
出
す

る
と
い
っ
た
ら
病
院
へ
行
く

く
ら
い
で
す
ね
」
と
話
を
す

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
１
月
終
わ
り
か
ら
雪
や
雨

が
続
き
、
朝
夜
に
な
る
と
道

が
凍
結
し
て
し
ま
い
、
歩
く

の
が
お
っ
か
な
い
。
バ
ス
に

乗
っ
て
出
か
け
て
も
、
帰
る

時
間
に
な
る
と
バ
ス
停
の
周

話
さ
れ
て
い
た
。
引
き
続
き

定
期
的
に
訪
問
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
訪
問
先
を
増
や

し
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

町
田
市
や
稲
城
市
の
ほ
か

神
奈
川
県
内
を
担
当
し
て
い

る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
で
は
、
１
月
24

日
と
31
日
に
、
計
３
軒
の
在

京
者
宅
を
訪
問
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
の
訪
問
と

な
っ
た
町
田
市
の
都
営
住
宅

に
住
む
高
齢
者
の
方
か
ら

は
、
「
近
所
に
は
ス
ー
パ
ー

や
病
院
な
ど
も
な
く
、
バ
ス

停
も
遠
い
の
で
不
便
」
と
い

う
話
が
あ
っ
た
。
次
の
訪
問

で
は
一
緒
に
買
い
物
に
行
く

予
定
だ
。
ま
た
、
複
数
回
訪

問
し
て
い
る
お
宅
で
も
、「
島

の
役
場
の
発
行
物
を
島
で
は

な
く
、
現
在
住
ん
で
い
る
家

　

全
島
避
難
指
示
解
除
か
ら

帰
島
５
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
新
年
会
の
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
を
つ
く
り
な
が

ら
、
ま
だ
残
さ
れ
た
問
題
が

多
い
と
思
い
ま
し
た
。
在
京

島
民
の
み
な
さ
ん
の
高
齢
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
新
報
の
編
集
作
業
な

ど
を
通
じ
、
少
し
で
も
力
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

◎在京者支援金制度延長の

　お知らせ

　ふるさとネットは、昨年

12 月 14 日付で「帰島に係る

各支援制度の打ち切り期限

の延長に関する要望書」を東

京都石原知事と鳩山総理大

臣に提出（ふるさとだよりＮ

Ｏ 14 参照）。都は条例から要

綱にして支給（右の表参照）。

国も被災者再建支援法人（財

団）が継続を決めたとの回答

がありました。

◎お便り（要約）

新年会に御誘い頂きありが

とうございます。用事で出か

けるので参加できず申し訳

ありません。二人とも元気に

しております。皆さまによろ

しくお伝えください。（在京

者・北区Ｋ様）

◎ご寄付者名

中村徹様、吉野文雄様、鶴吉

様、吉田信行様、井上教子様、

笹井美奈子様、匿名希望様、

伊藤奈穂子様、佐藤宗ノ子様

（12 月 16 日～ 2月 15 日）

　ありがとうございました。

ご寄付のご問い合わせは事

務局までお願いします。

編
集
後
記

訪問活動 東京と神奈川で継続中

高齢化でますます重要に

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
の
充
実
も

次
は
一
緒
に
買
い
物
を

都の生活再建支援金支給と帰島状況
年度 件数 支給額 (円 ) 予算額（円）帰島世帯 帰島人口
04 18 1756 万 ６億 792 1375
05 819 ９億 1108 万 6 千 13 億５千万 457 720
06 223 ２億 2293 万 6 千 6億 9千 400 万 10 27
07 51 4052 万 9 千 4 千 900 万 5 6
08 18 1447 万 4 千 1 千 500 万 10 13
09 1 17 万 8 千 1 千 500 万 0 0

・東京都三宅島災害被災者帰島生活再建支援金支給　1,130 件、12 億　

　676 万 3 千円（予算額は 27 億 2,300 万円）。21 年度は 11 月 1 日現在。

　支援支給金とは、帰島に対して経済的等の自立困難な者に対して住宅

　の修繕等に 150 万円を上限に支給する都の制度。2010 年度も継続する

　予定である。予算執行率は約 46% となっている。

・16 ～ 21 年までの帰島世帯と人口は　1,274 世帯、帰島人口　2,141 人

・当ネット調べによる。都の担当部局は福祉保健局、三宅支庁。

に
送
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

要
望
が
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
訪
問
し
た
方

か
ら
は
「
ま
た
、
一
緒
に
お

話
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。

り
が
凍
っ
て
し
ま

う
」
と
の
お
話
が

あ
っ
た
。

　

訪
問
の
ほ
か
に

も
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ル
と
し
て
、
品
川

区
在
住
の
方
に

電
話
に
て
お
話
を

伺
っ
た
。
や
は
り

体
調
面
で
の
不
安

が
大
き
く
、
「
今

日
は
整
形
外
科
、

明
日
は
心
臓
内
科

に
行
き
ま
す
」
と

在京者が住む都営住宅

この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

　ふるさとネットおよび
ＤＴＰＡが続けている在
京島民の訪問活動。ほぼ落
ち着いた生活をしている
方が多いが、高齢化が進む
につれ、今後も支援の手が
必要なことがうかがえる
状況もあるようだ。


